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1.

345,197 千円（平成30年3月ᮎ⌧ᅾ）

施設⟶理運営事業（市Ẹ఍㤋等ᩥ໬施設の⟶理運営、市Ẹ体⫱㤋等࣮࣏ࢫツ

施設の⟶理運営）

⮬୺事業 ᩥ໬事業（㚷㈹事業、市Ẹᩥ໬創㐀事業、ᬑཬၨ発事業等）

（ツᩍᐊ事業等࣮࣏ࢫ）ツ事業࣮࣏ࢫ

理事㛗　　　1ே

理　事　　　7ே（理事㛗、ᖖ務理事をྵࡴ）

┘　事　　　2ே

ṇつ⫋ဨ　 10ே

事業௻⏬ጤဨ఍

　本市のᩥ໬ཬ࣮࣏ࢫࡧツάືに㈨ࡍる事業を⾜い、市Ẹ఍㤋と市Ẹ体⫱㤋が㏆᥋ࡍる地理ⓗ᮲

௳をά用しながら、市Ẹᩥ໬の創㐀ཬࡧ地域ᩥ໬のྥୖ୪ࡧに市Ẹ࣮࣏ࢫツのάᛶ໬にᐤ୚して

いࠋࡍࡲ
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2.

࣭

࣭

ே

ே

ே

ே

ࠋࡍ

ᙺဨ等 ဨ

理 事 （理事㛗࣭ᖖ務理事をྵࡴ）

┘ 事 2

⫋ ဨ 事 務 ⫋ ဨ 8

30

30

350,440

587,300
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3.

一⯡ୡᖏ、ಶே、௻業、ၟᗑ、施設、ྛ✀ᅋ体

理事13ே（఍㛗1ே、๪఍㛗3ே、ᖖ務理事1ேをྵࡴ）、┘事2ே

19ே、Ꮫ❺ᣦ導ဨ37ே

4.

理事㛗㸯ே、๪理事㛗㸯ே、理事㸴ே、┘事２ே

⟶理⪅　　　　　　　　　　　　　　　　　　㸯ே

㞀ᐖ⪅ᑵ労ᨭ᥼事業ࡁࡓࡤࡣࠕ⫋業ࢭン࣮ࠖࢱ㸷ே

本఍地域生άᨭ᥼事業　　　　　　　　　　　７ே

ᙺ ဨ

⫋ ဨ

♫఍⚟♴事業法（⌧㸸♫఍⚟♴法）に基࡙ࡁ、昭和33年㸴月14日設❧ࢀࡉ、昭和44年㸴

月17日♫఍⚟♴法ேの認可を受け、ఫẸ୺体の理ᛕに基࡙ࡁ、地域の⚟♴ㄢ㢟のゎỴに取

り⤌ࡳ、ㄡࡶがᏳᚰしてᬽらࡇࡍとのでࡁる地域⚟♴のᐇ⌧にྥけ、ྛ✀ᶵ㛵、ྛ✀ᅋ体

と㐃ᦠをᐦにし地域⚟♴άືをᒎ開していࠋࡍࡲ

఍ ဨ

ᙺ ဨ

⫋ ဨ

地域ࡄるࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ♴⚟ࡳ事業（ྛᨭ఍との༠力㐃ᦠ）の᥎㐍、移㏦ࢫࣅ࣮ࢧ事業、

㛗ᑑ఍࣭㑇᪘఍等ྛ✀ᅋ体との㐃⤡調整、࣎ࣛン࢔࢕ࢸ（⅏ᐖྵࡴ）ࢭン࣮ࢱの運営、

、あい┦ㄯ、日ᖖ生ά⮬❧ᨭ᥼事業の᥎㐍、生ά⚟♴㈨金の㈚௜け、ၿព㖟⾜の運営ࢀࡩ

受ク（Ꮫ❺保⫱所運営⟶理࣭生άᅔ❓⪅⮬❧┦ㄯᨭ᥼事業࣭ᐙィ┦ㄯᨭ᥼事業࣭成年ᚋぢ

事業┦ㄯᨭ᥼等業務࣭第1ᒙ生άᨭ᥼࣮ࢱ࣮ࢿ࢕ࢹ࣮ࢥ業務）、ᣦ定⟶理⪅（⚟♴ࢭン࣮ࢱ

運営⟶理）、ඹྠເ金఍八千௦市ᨭ఍の運営等を⾜ࡗているࠋ

　昭和４２年㸳月２日㌟体㞀ᐖ⪅の⮬❧更生と┦஫ᢇຓを目ⓗとして設❧ࡲࢀࡉしࠋࡓ

昭和４㸷年４月௨᮶新ࡓな♫఍ࢬ࣮ࢽのᑐᛂをᅗるࡵࡓ♫఍⚟♴法ேの認可と㌟体㞀ᐖ

⪅ᤵ⏘施設の設⨨を目標にᥖࡆ、事業の඘ᐇを᥎し㐍ࡵ、昭和㸳㸳年２月㸯２日♫఍⚟♴

法ே認可の取得とేࡏ㺂ྠ年４月㸯７日㌟体㞀ᐖ⪅㏻所ᤵ⏘施設（⌧㞀ᐖ⚟♴ࢫࣅ࣮ࢧ事業

所）㺀ࡁࡓࡤࡣ⫋業ࢭン࣮ࢱ㺁を開設しࡲしࠋࡓ
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5.

⯪ᶫ市本⏫2�7�8（⯪ᶫ市⚟♴ࣝࣅ内）

定ᩘ13ே（⯪ᶫ市5ே、⩦ᚿ㔝市3ே、八千௦市3ே、㙊ࢣ㇂市2ே）

⯪ᶫ市㛗

⯪ᶫ市๪市㛗

⯪ᶫ市఍ィ⟶理⪅

⯪ᶫ市┘ᰝጤဨ（▱㆑経㦂⪅）

㙊ࢣ㇂市㆟఍㆟ဨ（㆟఍㑅ฟ┘ᰝጤဨ）

昭和55年4月1日

⯪ᶫ市㤿㎸⏫1102�1

㠃✚ 19,601.7 ੍

㕲➽ࢥンࢺ࣮ࣜࢡ㐀（一㒊地ୗ1㝵、地ୖ2㝵）

ᘏᗋ㠃✚ 5,953.93 ੍

3,622,661千円（建⠏費2,612,858千円、用地㈙཰費1,009,803千円）

4ᐊ

4ྎ（ᐑᆺ1ྎ、ࣂンᆺ2ྎ、࣡ン࣎ࢫࢡࢵᆺ1ྎ）

15基

建 ≀

　ᚑ᮶から⯪ᶫ市、⩦ᚿ㔝市、八千௦市ཬࡧ㙊ࢣ㇂市の４市で運営を⾜ࡗてࡓࡁ⪁ே⚟♴施

設⤌合ࡣ、昭和52年３月31日でゎᩓしࡓఏᰁ⑓ண㜵⤌合の事務を継ᢎࡍるととࡶに、ᩪ場に

ಀる事務をຍ࠼て、ྠ年４月㸯日、四市」合事務⤌合に改⛠しࡲしࠋࡓ

　なお、平成11年３月31日をࡗࡶてఏᰁ⑓ண㜵法がᗫṆࢀࡉ、ఏᰁ⑓㝸㞳⑓舎事業を終了し

ࡲ㤿㎸ᩪ場の事業をᐇ施していࡧ㣴ㆤ⪁ே࣮࣍ム三ᒣᅬཬู≉ࡣとから、⌧ᅾ、本⤌合ࡇࡓ

ࠋࡍ

事 務 所

⤌合㆟఍㆟ဨ

⟶ 理 ⪅ 等 ⟶ 理 ⪅

๪ ⟶ 理 ⪅

఍ィ⟶理⪅

┘ ᰝ ጤ ဨ

開 設

所 ᅾ 地

ᩜ 地

建 設 費

ᘧ 場

㟋 ᰐ ㌴

ⅆ ⴿ ⅔
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保ィࣂンᆺ ࣡ン࣎ࢵ
　　ᆺᆺ　ィࢫࢡ

༊　　分

⯪ ᶫ 市 0

0

0

0

1

0

0

0

1

19

6

3

6

1

35

489

217

128

189

20

1,043

508

224

131

195

21

1,079

730

146

93

172

0

419

95

63

119

0

696

187

1,325

1,634

1,448

6,045 929

29

194

123

175

9

1,43010,6391,141

⩦ ᚿ 㔝 市

八 千 ௦ 市

㙊 ࢣ ㇂ 市

ィ

14

14 9,207

269

965

1,562

1,303

5,108

9,193

269

965

1,548

1,303

5,108

0

保ィᆺンᆺ　ィ　　
༊　　分

⯪ ᶫ 市

897

268

2

3

1

6

897

269

1

4

6

0

0

11

438

172

137

188

33

968

439

176

143

188

33

979

664

179

78

198

1

351

114

43

122

0

630

173

851

223

106

166

14

⩦ ᚿ 㔝 市

八 千 ௦ 市

㙊 ࢣ ㇂ 市

ィ

保ィᆺンᆺ　ィ　　

⯪ ᶫ 市 0 1 486 487

167

125

218

34

1,030

170

125

219

34

681

196

66

202

1

364

122

44

121

1

652

150

853

227

105

166

12

3

0

1

0

5

884

239

0

0

0

8

3

1

12

881

238

⩦ ᚿ 㔝 市

八 千 ௦ 市

㙊 ࢣ ㇂ 市

ィ

༊　　分
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昭和４７年㸴月㸯日

⯪ᶫ市三ᒣ２㸫３㸫２

㠃✚㻌㻡㻘㻜㻡㻟㻚㻜㻜䟝

㕲➽ࢥンࢺ࣮ࣜࢡ㐀３㝵建

ᘏᗋ㠃✚㻌㻡㻘㻥㻝㻟㻚㻝㻜䟝

ᣦ定௓ㆤ⪁ே⚟♴施設 㸯㸮㸮ே

ᣦ定（௓ㆤண㜵）▷期ධ所生ά௓ㆤ事業所  ２㸮ே

ᣦ定（௓ㆤண㜵）認▱⑕ᑐᛂᆺ㏻所௓ㆤ事業所　㸯２ே

ձ　保㝤⪅ูධ所⪅≧ἣ 平成30年3月ᮎ

ே ே ே

ղ　せ௓ㆤ≧ែ等༊分≧ἣ

ே ே ே ே ே

⯪ ᶫ 市 13 33 46

開 設

所 ᅾ 地

ᩜ 地

建 ≀

定 ဨ

༊ 分 
⏨ ዪ ィ

保㝤ᶵ㛵

⩦ ᚿ 㔝 市 5 12 17

八 千 ௦ 市 9 11

10

20

合   ィ

㙊 ࢣ ㇂ 市 5  15

ィ 32 66 98

༊ 分 ⯪ ᶫ 市 ⩦ᚿ㔝市 八千௦市 㙊ࢣ㇂市

4

せ ௓ ㆤ 㸯 0 0 1 2 3

せ ௓ ㆤ ２ 0 1 3 0

40

せ ௓ ㆤ ３ 10 2 3 3 18

せ ௓ ㆤ ４ 18 8 7 7

98

せ ௓ ㆤ 㸳 18 6 6 3 33

ィ 46 17 20 15
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6.

千葉┴

量 564,400 ㎥

量 525,000 ㎥

、八千௦市 ┴営水道 葉地 、ࡣ の

の を 、඲ で の 地域

に いて地理 が て 、利根川水

いる 利根川水 川水 にお る水

らの地域において┴市 が 川から

可能に ࡲ、 、取水 浄水 ㏦水の 施設を

て 大 を 、 を広域 に一

施が 務 、千葉┴、松戸市、㔝田市、

15年度に㔝田市に合 ）、 （平成17年度に᯽

２ の ྠ事業 して昭和48年３月、 大

る一 、昭和54年 月に完成し 施設能力133,600㎥ 日の第一期施

56年４月からࡣ඲ᵓ成ᅋ体に給水を開始しࡲし

5 能力267,100㎥ 日の第 期施設が、 昭和62年度 にࡣ 給水能力

400,70

浄水方法に、ࡵࡓるࡍよりᏳ඲で良㉁な水道水をᏳ定ⓗに供給、ࡣ平成21年度から、ࡓࡲ　
高度浄水施設建設事業に着手し、平成26年12月から高度浄ࡴ㎸ࡳ⤌オゾン㸩生≀άᛶⅣࠖをࠕ
水処理による給水を開始しࡲしࠋࡓ
水㉁事ᨾ᫬の㏦水೵Ṇのࡧらに、大つᶍ⅏ᐖ᫬における基ᖿㅖ施設の⿕⅏による減᩿水ཬࡉ　
ᙳ㡪を㍍減し、Ᏻ定給水能力のྥୖをᅗるࡵࡓ、平成24年度から浄水㈓␃能力のቑᙉと⥭ᛴ᫬
のࣉࢵ࢔ࢡࢵࣂᶵ能のᙉ໬を目ⓗとしࡓ沼南調整池設⨨事業に着手し、平成30年3月からᐜ量
53,400㎥の調整池の運用を開始しࡲしࠋࡓ

、 平成７年度にࡣ 能力534,200㎥ 日

水量525,000㎥）の第 期施設が、更に平成12年度 を て඲ての

よ 、 事業費2,032億円、事業期 8年 に る創設事業が

、 ┴７市２ の ྠ事業体 して昭和48年

事業費449億円、 期を昭和48年度から昭和53年度ࡲでの㸴か年 で創

、水 の に 建設 の 経

を しࡲ が、平成12年度を

松戸市、㔝田市、᯽市、ὶᒣ市、ᡃᏞᏊ市、⩦ᚿ㔝市、八千௦市
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昭和57年２月 利根川広域導水事業(北千葉導水事業)において、4.320㎥/秒の水源

を確保

昭和58年４月 第二期施設が完成し、供用を開始（施設能力 267,100㎥/日）

（基本料金　 105円/㎥、使用料金　16円/㎥に改定）

昭和60年11月 創設事業費を 1,860億9,500万円に改定

昭和61年７月 八ツ場ダム建設事業において 0.350㎥/秒の水源を確保

昭和63年４月 第三期施設が完成し、供用を開始（施設能力 400,700㎥/日）

平成３年４月 奈良俣ダムが概成し、供用を開始

（基本料金　82円/㎥、使用料金　15円/㎥に改定）

平成４年３月 本庁舎の完成により事務所を移転

（松戸市七右衛門新田 540番地の5　北千葉取水場内）

　　　　11月 創設事業費を 2,072億 2,500万円に改定

平成７年７月 第四期施設が完成し、供用を開始

（浄水施設能力が最終目標である 534,200㎥/日となる）

平成12年２月 創設事業費を 2,033億 5,400万円に改定

　　　　４月 利根川広域導水事業（北千葉導水事業）が完成し、供用を開始

　　　　〃　 思川開発事業において 1.060㎥/秒の水源を確保

平成13年３月 創設事業が終了（総事業費 2,031億 9,700万円）

平成14年４月 （基本料金　79円/㎥に改定）

において0.505㎥/秒の水配分を受ける

（基本料金　75円/㎥に改定）

平成20年４月 （基本料金　57円/㎥、使用料金　10円/㎥に改定）

平成21年３月

平成30年３月

北千葉広域水道用水供給事業経営の変更認可申請（浄水方法の変更）

　　　　〃　 厚生労働大臣から変更認可を得る

平成22年２月 高度浄水施設建設事業の継続費を設定

平成23年８月 オゾン処理施設等の高度浄水施設本体工事に着手

平成26年12月 高度浄水施設（第一期）が稼働

沼南調整池が完成し、運用を開始

（思川開発事業の縮小等により、平成14年４月に 0.313㎥/秒に減量）

平成17年３月 奈良俣ダム建設事業において、 0.844㎥/秒、渡良瀬遊水池総合開発事業

平成17年４月


